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12. 2次 元 結 晶 平 衡 形 と異 方 的 界 面 張 力:
ランダムウオーク描像の普遍性
横 浜 国 大･工 阿 久 津 典 子
阪 大･理 阿 久 津 泰 弘
体積 (2次元系では面積)一定の条件で相境界の全界面自由エネルギーを最小にする形が
｢平衡形｣である｡ 結晶平衡形は異方的界面張力から､ Wulf構築､あるいは Aldreev法
により平衡形は求められる 【1]o Lか し､平衡形を完全に得るには､全方位について巽方
的界面張力を計算する必要があり､一般に極めて難か しい｡ 低温での3次元平衡形はファ
セットとよばれる平な小面 とそれをっなぐ曲面で形成 される[2】｡2次元界面上に作 られる
1次元界面か ら得 られる2次元平衡形はファセット形と等価である[3]ことを用いれば 1次
元界面張力から3次元平衡形の概形を得ることができる｡ 温度上昇にともない､ファセッ
ト面積は縮小 し､その界面のラフニング転移温度でファセッティング転移とよばれる形の
相転移を起 こし消失す る【4】 ｡ この転移の普遍的性質を議論す る際や､フアセット端 にお
けるユニバーサルな振舞い (普遍ガウス呼率不連続性)【5】を議論すえ際にも､1次元界申
(ステップ)に着目す ることが重要である｡





元界面張力･2次元平衡形のあいだの厳密な関係がみいだされた [6,7】 ｡ 以下にその概要を











成る｡ 複素因子は､自由ランダムウォークからクラスタ ー境界線 として不適なパターンを









となる【7】 ｡ ここで､式 (4)､(5)は鞍点をきめる式であるが､収束条件から鞍点は純虚数









M(T)-認 諾 , K-J/kBT
となり､温度依存はM(T)のみにある. すなわち平衡形の温度変化は､cos(転)+cos(k.y)の









は､BCSOSモデルの 1次元界面は本来､ ミクロには自由ランダムウォークにならず (-
nonfreefermionsystem)ある種の長距離相関がある系であるにもかかわらず､漸近的には
界面張力が(2)式で与えられ､自~由ラ_ンダムウォークとみな して良いことを意味するO最
近 3次元 Isingモデルの steptensionについて も､ある D(kx,ky)を用いると低温展開 の
結果 【9】が非常にきれいにまとまることを確認 した 【10]｡これらの結果から広い範囲のモ
デルについて1次元界面の界面張力が漸近的には必ず(2)式の形に表現できると推測される｡
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